
 

 

  

 

令和４年８月１日  

こぶし保育園  

毎日猛暑が続くなか、熱中症に気を付けながらも外での遊びを楽しんでいる子ども達です。 

新型コロナウイルスがBA.・５系統へと置き換わり、感染者が急増して医療のひっ迫と社会経済活動の維

持が難しい状況になってきました。 

7月25日より改めて、幼児クラスは、状況に応じてマスクを付け生活するようになりました。 

約 1 か月間、子ども達はマスクを外し保育園でも生活を送る事ができました。少しの期間だけでしたが

「マスクをしないで過ごす」ことができました。改めて、これまで何気ない毎日が、実は当たり前ではな

く、素晴らしく恵まれた幸せであったことを痛感しました。現状、感染拡大が続いていますが、感染拡大

防止に心掛けながら、環境を整えて保育を行っていきたいと思います。 

保護者の皆様にもご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。         三井貴子 

                                       

 

       

                                                     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園だより 
園だより 

８月の予定 

１９（金）0歳児健診  ２５（木）避難訓練 

行事の変更について 

３日に行う予定でしたお祭りごっこですが延期致

します。感染状況を見ながら日程は判断させて頂

きます。 

 

 

 
親子で収穫体験 

9月１０日（土） ９：３０～１１：００ 

１０月８日（土） ９：３０～１１：００ 

11月１２日（土） ９：３０～１１：００ 

0歳児：自分で動けるようになり、

自由に好きな所に行き、好きな物を

手にとってみる。 

その物の使い方が解るようになり、実際大人が行ってい

ること、こうしたいということを模倣して、ごっこ遊び

に発展。お友だちや先生に食事をふるまう。 

遊ぶ「興味が広がり、自分で選び、好きな遊びを行う」 

私は毎朝、乳児クラスに入り、子どもと一緒に過ごしてい

ます。「今日はこんな姿が見られる」日々の子どもの成長

に驚きと楽しみを感じます。 

 

１歳児：おもちゃ

の使い方や自分な

りの工夫で遊ぶ姿

が見られる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

次の子どもへ・バトンタッチ 

「まだ、使えるのに」と思いながらも処分してしまう服と「お兄さん、お姉さんが着ていた服、僕が、私が着ている

んだ」と他の人に喜んで使って貰う、再生と再利用を目的に実施していきます（8月1日より開始） 

〇ホールに箱を用意しましたので、箱に、ご家庭で不必要になった衣服を入れて下さい。 

〇箱の中から必要な衣服を持ち帰って下さい 

「おねがい」 

・名前は太マジックで二重線で消して下さい。 

・箱は乳児用、幼児用と２箱用意しました。衣類は一度洗ってからビニールに入れ箱に入れて下さい 

・ビニールを開封して見る場合は、改めてビニールに入れ、箱に戻して下さい 

※衣類は2か月間その箱で保管します。2か月経っても残っている衣類は、他の団体等にバトンタッチし再利用し

て頂きます。 

 

東京23区では7月に、急な豪雨とそれによる浸水など想定外の自然災害が起こり始めています。9月2日は引き取

り訓練です。「大雨や河川氾濫による洪水時の避難」を想定して引き渡し訓練を行います。 

想定内容 

保育園開園中に急な豪雨に襲われ、浸水も想定される状況となる。 

保護者の皆様には板橋区保育園緊急メールによる一斉メールでの送信と電話等を利用し発信する 

●板橋区保育園緊急一斉メールの内容 

保育園では、警戒レベル3になりましたら、避難をする予定です。可能な限り、多くの保護者の皆様に保育園での子

どものお迎えをお願い致します。緊急レベル３になりましたら、コーシャハイムG棟6階、7階のエレべーに避難し

ます。 ※ 警戒レベル3「高齢者等避難」で保育園の子ども達も避難を開始します。大雨により、保育園の場所か

ら離れなければならない場合は、垂直避難を行います。 

蓮根地区の特徴からみた被害想定 

●地区の大部分が盛土地のため地震時に揺れやすく、液状化の恐れがあります。それに伴い、建物や高架橋など構造物

の被害が考えられます。 

●高層建物が多くなり、ライフライン途絶時の生活困難が懸念されます。 

●一部地域内に木造住宅密集地区が点在し、火災による延焼の危険性があります 

●地域内には化学薬品や可燃物を扱う工場が点在し、万が一の場合の被害拡大が心配されます。 

●大雨が降り続いた場合、河川の氾濫や暗きょでの浸水の恐れがあります。 


